
ストレスサインはどんなこと？ 

 
 

 

夏本番！ということで花火大会やお祭り・旅行・台風・雷など 

イベントやお留守番・悪天候などがあるかと思います。 

大きな音や移動などストレスになる子も多いです！ 

その子次第でストレスに感じることは様々…代表例をお話していきます。 

音 

犬や猫は人間よりも耳が良く、幅広い可聴域を聞き取れるといわれています。 

これは人の聴覚の 3～4倍と言われています。 

低音は人と大差ないですが、高い音は動物たちの方が聞き取れます。 

大きい音や高い音に敏感なのです。 

例）ドライヤー、花火大会、お祭りの太鼓の音、掃除機、雷 

 

お留守番 

日頃のお留守番をしない子は、 

日常が急に変わってしまうことがストレス… 

特にこの問題は新型コロナウイルスが流行した際に多く見られました。 

ロックダウン中、常に誰かが一緒だったため置いて行かれることに 

苦痛を感じる子が増えたようです。 

 

お出かけ 

一見お出かけは、リラックスできると思いがちですが 

動物たちにとって車での移動や環境の変化は大きなストレスに！ 

長時間キャリーバックの中、慣れない香り、揺れ、知らない環境 

人間のように理解ができないのですべてにストレスがかかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような行動をしている場合は、ストレスがかかっている可能性が！！ 

ストレスがかかっている際に私たちにできる事は？ 

①落ち着ける場所の確保を！ 

 本人たちが逃げられて落ち着ける場所を作ってあげましょう！ 

ここで上手くキャリーケースを使えるとベストです！ 

普段から出しておいて警戒心をつくられないようにしましょう。 

好きなタオルやおもちゃ、自分のニオイがするものは落ち着きます。 

②薬 

主に分離不安症で使用します。不安を和らげる効果を期待する薬 

③フェロモン製剤 

 犬と猫でそれぞれのフェロモン製剤があります！ 

様々なタイプがあるので、状況に合わせてお選びできます。 

④サプリメント 

ミルクプロテインでできたものやプロバイオティクスを活用したものとあり 

飲みやすさや使いやすさなどでお選びになれます。 

 

一緒に過ごしているからこそ分かることがあります！ 

実は些細な事でもストレスに思っているかもしれません。 

スキンシップや日々過ごしている姿を観察することで 

ストレスの発見以外にも何か病気の早期発見に繋がるかもしれません。 

気になることがありましたらご相談ください。 

✓ 吠える・遠吠えをする 

✓ 普段より鳴いている 

✓ 歩き回る・落ち着きがない 

✓ 破壊行動 

✓ 過度なグルーミング 

✓ 皮膚疾患 

 

✓ 動きたがらない 

✓ そそうする 

✓ 隠れて動かない 

✓ よだれ 

✓ 食欲不振 

✓ 胃腸障害 


